
京都ブライトンホテル1階 『慶祥雲の間』

2019年11月16日（土） 17:30～20:00

会場

日時

京都市上京区新町通中立売（御所西）
TEL 075‐441‐4411

共催：京都腎臓・高血圧談話会、日本ベーリンガーインゲルハイム（株）
後援：京都府医師会、京都腎臓医会、京都糖尿病医会、京都透析医会、京都府栄養士会

第4回京都腎臓・高血圧談話会



第4回京都腎臓・高血圧談話会

三宅 健文 先生（西陣病院 薬剤部長）

「 塩についての正しい理解 」
西山 成 教授 (香川大学医学部薬理学教室)

テーマ：糖尿病における血圧管理の課題

京都腎臓・高血圧談話会 会長 神田 千秋 先生

【プログラムのご案内】

【Opening Remarks】 17:35 – 17:50

【聴衆参加型ディスカッション】 19:00 – 20:00

司 会
和田 成雄 先生（和田内科医院）

家原 典之 先生（京都市立病院 腎臓内科）

【特別講演】 17:50 – 18:50

座 長

演 者

栄養士 幤 憲一郎 先生（京都大学 疾患栄養治療部）

薬剤師 三浦 彰久 先生（宇治おうばく病院 薬剤部）

ご回答に携帯電話（スマホやガラケー）を使用しますので、ご持参ください。

【Closing  Remarks】

京都腎臓・高血圧談話会 副会長 鍵本 伸二 先生

ディスカッサー

保健師 岩﨑 菜摘 先生（向日市役所）

※本会終了後に情報交換会をご用意しております。



医師 栄養士

看護師 保健師

薬剤師 臨床工学技士

臨床検査技師 准看護師

作業療法士 公認心理士

医師 84
栄養士 86
看護師 22
保健師 39
薬剤師 36
臨床工学技士 5
臨床検査技師 2
准看護師 1
作業療法士 1
公認心理士 2

入会会員数

278名(2019/11/16)



会計報告（H30年-31年、R1年）
（会計は4/1～3/31）

平
成

30
年

135,046

6 21
日清医療食品株式会社 貸会場
費

3,000 132,046

11 10
第3回京都腎臓・高血圧談話会学
術講演会

167,000 299,046

参加費（￥1,000×167名） 299,046

参加者167名 299,046

令
和
１
年

299,046

7 19
京都府保健事業協同組合 （会館
利用料）

6,480 292,566

19山端局 （振込手数料） 150 292,416

292,416



常任世話人
（敬称略）

役職 施設名 診療科・役職

武田和夫 顧問 京都工場保健会 顧問

神田千秋 会長 京都民医連中央病院 救急総合内科科長

家原典之 副会長 京都市立病院 腎臓内科部長

吉村了勇 顧問 近江八幡市立総合医療センター 前府立医大病院長

和田成雄 和田内科医院 院長

鍵本伸二 副会長 かぎもとクリニック 院長

西田 眞佐志 京都府立医科大学 小児科学 准教授

小山正樹 西陣病院 泌尿器科部長

八田 告 事務局 八田内科医院 院長

川手由香 事務局補佐 京都桂病院 栄養科科長

幤憲一郎 京都大学疾患栄養部 副部長

梶岡恵子 京都工場保健会 保健師

三宅健文 事務局補佐 西陣病院 薬剤部部長

河上英治 京都薬剤師会 会長

柴田晶子 向日市役所 健康推進課課長

青木正 監事 にしがも透析クリニック 院長

望月貴子 監事 京都市立病院 管理栄養士



京都腎臓・高血圧談話会 会長 神田 千秋 先生

【Opening Remarks】 17:35 – 17:50

第4回京都腎臓・高血圧談話会



第4回京都腎臓・高血圧談話会

三宅 健文 先生（西陣病院 薬剤部長）

「 塩についての正しい理解 」

西山 成 教授 (香川大学医学部薬理学教室)

【特別講演】 17:50 – 18:50

座 長

演 者



座長 三宅健文先生 講演 西山 成先生

参加者数は、過去最高の179名 熱心に質問される保健師さん



第4回京都腎臓・高血圧談話会

テーマ：糖尿病における血圧管理の課題

【聴衆参加型ディスカッション】 19:00 – 20:00

司 会
和田 成雄 先生（和田内科医院）

家原 典之 先生（京都市立病院 腎臓内科）

栄養士 幤 憲一郎 先生（京都大学 疾患栄養治療部）

薬剤師 三浦 彰久 先生（宇治おうばく病院 薬剤部）

ご回答に携帯電話（スマホやガラケー）を使用しますので、ご持参ください。

ディスカッサー

保健師 岩﨑 菜摘 先生（向日市役所）





本当に満員御礼のご参加を頂き有難うございました。

計179名で過去最高の出席者でした！











＊①の選択肢で、画面表示が、130/90mmHgと誤記で混乱を招いたかもし
れません。申し訳ありませんでした。





本例はDKDと考えて、過度の降圧を避けるという意見
の先生が多かったようです。













京都腎臓・高血圧談話会 副会長 鍵本 伸二 先生

【Closing Remarks】

第4回京都腎臓・高血圧談話会



顧問の武田和夫先生による乾杯

情報交換会

ついに最多の栄養士会員数の立役者
川手由香先生による中締め



開催後記

過日は、第4回京都腎臓・高血圧談話会にご出席頂き、誠にありがとうございま
した。179名と過去最高のご出席を頂き、この領域の関心の高さを再認識しました。

西山先生のご講演は、ユーモアたっぷりであっという間の一時間でした。私達
が考えたこともないような発想で、目から鱗が沢山落ちるような内容でした。私は、
体外への塩排泄が日によって異なり、何らかのバイオリズムで変化している、と
いう点に興味を持ちました。これから、そういった視点も頭に入れて診療しようと
思いました。西山先生のご研究が益々発展されることを祈念しています！

聴衆参加型ディスカッションとして「糖尿病における血圧管理の課題」について
保健師、栄養士、薬剤師の立場から、もやもやして患者指導に困る点、指導に当
たって大切にしていること、薬剤使用の注意点などの有益な情報を教えて頂きま
した。今回は、新しいことにチャレンジするということでケータイゴングという回答
方法を選択しました。多くの方にご参加頂き有難うございました。案外スムーズで
次回以降も使用できると思いました。パネラーの先生方、繰り返し集まっての検
討会、本当にお疲れ様でした。もやもやも少し解消したと思います(⌒∇⌒)
来年は、R2/11/14あるいは21日の開催を予定しています。テーマは未定ですが、

決まり次第お知らせします。ご意見、ご要望がございましたら、事務局 八田 告
（tsuguhatta@hotmail.com)までお寄せ頂ければ幸いです。また来年も皆様にお
会い出来ますことを祈念しております(^▽^)/ 京都腎臓・高血圧談話会

事務局 八田 告

2019年11月吉日

mailto:tsuguhatta@hotmail.com

